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生成AIやリアルタイム分析などの先端ワークロードに対応し、卓越したパフォーマンスを大規模に実現 

Dell ObjectScale XF960は、エンタープライズ クラスのオールフラッシュ オブジェクトストレージであり、ObjectScale Xシリーズ アプライアン
ス ファミリーの初代モデルです。第16世代Dell PowerEdgeサーバーにNVMeベースのSSDを搭載したXF960アプライアンスは、生成AI、
機械学習、IoT、リアルタイム分析アプリケーションなどの先端ワークロードに対応し、卓越したパフォーマンスを大規模に実現します。
XF960のハードウェア スタックには、サーバー、ネットワーク スイッチ、ラックマウント機器、対応する電源ケーブルが含まれ、すべてが
ObjectScaleソフトウェアの実行に最適化されています。  

XF960は、超高速な100Gbのバックエンド ネットワーク向けにNVMe-oF (Non-Volatile Memory express over Fabrics)プロトコルを
採用しています。これにより、ノード間の通信を加速させ、特に大規模な環境においてオールフラッシュ システムのスループット レートの真価
を発揮させます。その規模とパフォーマンスの組み合わせはまさに、かつてないほど多くのデータを使用してアルゴリズムをトレーニングするため
に求められているものです。   

容量は2.949PBから、最大11.796PBまで拡張可能です（クラスターあたり16ノード）。 
  

ObjectScale XF960 

特長 仕様詳細 
ノード アーキテクチャ  インテル x86サーバー 

 統合型ストレージ 

 ノードあたり 24台のディスク ドライブ 

ネットワーク接続  25GbE フロントエンド 

 100GbEバックエンド 

ストレージ構成  クラスターあたり最大 11,796TB（raw容量）の非構造化ストレージ 

アーキテクチャ  完全にアクセス可能 - フィールドで保守可能なコンポーネント 

 従来型の前面から背面への冷却 

 HA電源ケーブル配線および冷却 

最小/最大クラスター サイズ  最小 4 ノード。HAには 5 ノードを推奨 

 最大 16 ノード 

ノード対ディスク比  1:24 

ディスク タイプ   30.72TB (NVMe) 

オプションのキャッシュSSD  該当なし 
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Dell ObjectScaleソリュー
ションの詳細はこちら  

デル・テクノロジーズのエキ
スパートに問い合わせる 

他のリソースを見る #DellStorage  
で会話に参加 
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raw容量（ノードあたり）  737.28TB 

ノードの寸法  2U x D 736mm（28.98 インチ） 

 重量：36.1kg (79.58Lb)（ドライブ 24台の場合） 

最大電力  2U ノードあたり 1.136kVA 

最大熱負荷  2U ノードあたり 3878 BTU/時 

電源仕様（サーバー）  ノードあたり 2 x N+1 1400Wの PSU 

接続性  フロント エンド：ノードあたり 2 x 25GbE SFP+接続 

 バック エンド：ラックあたりデュアル 100 GbEバック エンド スイッチ（内部トラフィック） 

環境仕様  動作時温度（°C/°F）：5～32/41～90  

 最大高度：2,286 m/7,500 フィート（32°C/90°F）  

 相対湿度：20%～80%（結露なし）  

 フリーアクセス フロア：不要 

アップグレード オプション  追加のノードによるスケールアウト 

https://www.dell.com/ja-jp/dt/storage/objectscale.htm
https://www.dell.com/ja-jp/lp/contact-us
https://infohub.delltechnologies.com/t/objectscale-and-ecs-1/
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